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S : Cat S）は、マクロファージや樹状細胞を含むCOPDの病因に関与する細胞で高度に発
現しているタンパク質で、強力なエラスチン分解タンパク酵素である。Cat Sの主要阻害
物質であるシスタチンC(Cystatin C : Cys C)は、肺胞マクロファージ、気管支上皮細胞お
よび内皮細胞で発現しているが、まだヒトCOPD患者では十分に研究されていない。この
研究では、Cat SおよびCys Cの血漿濃度が、COPD患者、咳および痰を伴うが気流制限の
ない患者（At Risk : AR)、および健康な喫煙者（Healthy Smokers : HS）および非喫煙者





レベル> 1.5mg / dLの腎機能障害を有する (3)不安定な脳心血管疾患や悪性腫瘍の治療歴
を有する (4)自己報告喘息を有する (5)1ヶ月間以内の症状悪化があり、経口コルチコス
テロイドで治療されている。Cat SおよびCys Cの血漿濃度と臨床パラメーター（呼吸機能




た。Cat SおよびCys C血漿濃度とCat S /Cys C比のCOPDバイオマーカーとしての感度お
よび特異性を調べるためにROC(Receiver operating characteristic)解析を行った。Cat Sお
よびCys Cの血漿濃度は、COPD群およびAR群でNS群およびHS群より有意に高かった。




中 島 隆 裕 
Plasma Cathepsin S and Cathepsin S/Cystatin C Ratios Are Potential Biomarkers for COPD 
（血漿カテプシンSとカテプシンS/シスタチンC比はCOPDのための可能性のあるバイオ 
 マーカーである）  
